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響 の ない こ とを証 明 し た 。

27.結 核 菌 に於 るformateの 酵 素 的 固 定 と此 れ に 及

ぼすPASの 影 響 勝 沼 信彦 ・正 田 亨(名 大 生化

学)

わ れ わ れ は初 め て結 核 菌 無 細 胞 抽 出液 で 葉 酸 へ のform-

ateの 固 定,す な わ ちformate fixation enzymの 助酵

素 の生 合 成 を葉 酸,formate,homocysteine,ATP,Mg

++
,VitaminCの 系 で 行 い20～30%の 収 量 を得 た 。成 生

物 はP.P.C.で 分 離 しLeuconostic Citrovorum菌 に よ

るBioassayで 定 量 し た 。 その結 果,Bioassay陽 性 の

二 物 質 の 生 成 を確 認 し,Rfや 吸 収 ス ベ ク トルか ら一 つ は

N-5-formyl-FAH4す な わ ち今 日ま で そ う呼 ば れ て い る

Leucovorineで あ り,他 の一 つ は255,365mμ に極 大 吸

収 を持 つ もの で 葉 酸 のformyl誘 導 体 に は間 違 い な いが

不 朗,吸 収 曲線 はN-10-formylFAに 一 致 す る。 な お,

この反 応 をPASは 全 く阻 害 しな い 。 した が つ て 今 日ま

で に わ れ わ れ はPASがformate fixation enzymeの

生 合 成 を阻 止 す る こ とを報 告 し て きた け れ ど,そ の直 接

侵 襲 点 は不 明 で あ つ たが,こ の実 験 に よ り葉 酸 まで の 生

合 成 を阻 止 す る こ とが 明 らか とな つ た 。

28.8-AzaguanineのMycobacterium aviumに 対

す るMutagenic effectに 就 い て 野 田 用(国 療 大

府 荘)

Sauton培 地 に8-Azaguanine10γ/ccを 添 加 して,こ れ

にMycobacterium aviumを 培 養 し て,各 培 養 日数 に

お け るviable cells当 りのSM耐 性 菌(10γ)の 数 を検 索

し,対 照 と比 較 した 。 その結 果 培 養 日数7～14日 で 対 照

の10倍 以 上 のSM耐 性 菌 出現 を認 め た 。8-Azaguanine

でSM耐 性 菌 がselectさ れ る こ とは な い の で,8-Aza-

guanineに よ りinduceさ れ たMutationの 増 加 と認 め

られ る。

訂 正

32巻1号(23頁)豊 原氏原著中下記を訂正します。

右段23行 目<菌 株:患 者の喀痰よ り分離培養 した もの10株 および>を 左段表1上1行 目 〔(1)実験方法の直下〕

に移し,表1下 左段4行 全部をその下に移す。

表1(注)の 中でs:型 →s;s型
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